






結び 

 以上の結果から結論として市販の HMG(FSH/LHratio=1)を部分的に精製して pph(FSH/LHr

atio=1.9)を作れば,卵巣の病的腫大をかなり予防出来る。従って多胎妊娠も予防できる可

能性があるので,将来検討の必要がある。 

 estradiol benzoate lmg を 2 日間前処理し,子宮頚管粘液量を毎日正確に測定しなが

ら,HMG を投与することにより多胎妊娠を予防出来ることを認めた。以上の結果から,①

estrogen の前処理,②頚管粘液量の毎日の正確なモニタリング,③pph の投与の 3者を併用

することにより,HMG 療法による多胎の発生を予防できる見通しがついた。 


